
５
月
４
日
の
み
ど
り
の
日
、
宮
内
地
区
で
ポ
ピ
ー
鑑
賞
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
宮
内
み

ど
り
を
守
る
会
が
企
画
。
会
場
内
に
は
色
鮮
や
か
な
ポ
ピ
ー
の
花
、

そ
し
て
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

6
広報おうら | No.537広報おうら | No.537

特集 2  ＳＷＩＴＣＨ　消防団

66201166620116JUNE

特集 1　 小松原学さん
～子どもたちの笑顔のために～

群馬県知事選挙
新議会の顔ぶれ
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14新議会の顔ぶれ

４月 24日に行われた町議会議員選挙の結果、次の 14人の皆さんが当選。５月 23日に行わ
れた臨時会では、議長に立沢稔夫さん、副議長に岩﨑律夫さんが選ばれました。「広報おうら」
では、新しい議員の皆さんに、今後４年間の抱負を伺いました（敬称略・議席番号順）。

邑楽町議会は新たなスタートを切りました。 住みよい町づくりを目指し、

町政の発展のために活動する邑楽町議会議員のみなさんをご紹介します。

塩
し お い

井　早
さ な え

苗（60歳）

看護師・介護支援専門員／無所属・新

議
席
番
号

１

原
は ら

　義
よ し ひ ろ

裕（61歳）

会社役員／無所属・新

議
席
番
号

２

「住んでて良かった」と、
誇れる町づくりを目指
し、すべての町民が参
加出来る町政を展開し
て行きたい。そして、
新しい発想の地域活性
化を実現したい。

今後の抱負

子供たちから高齢者ま
ですべての住民が、安
心して生き生きと暮ら
せる町、住民の声を反
映した町づくりに全力
を注ぎます。

今後の抱負

松
まつむら

村　潤
じゅん

（62歳）

会社役員／公明党・新

議
席
番
号

３

神
か み や

谷　長
ちょうへい

平（64歳）

無職／無所属・新

議
席
番
号

５

新人議員として、日々
学び、自己の考えを持っ
て明るく元気で、心の
ふれあう町づくりを目
指します。

今後の抱負

私は「地域の暮らしの
安心安全の推進」人と
人とが支え合う「共助」
共に助け合うことに
よって、安心して暮ら
せる町づくりを目指し
ます。

今後の抱負

半
は ん だ

田　晴
きよし

（68歳）
無職／無所属・新

議
席
番
号

６

坂
さ か い

井　孝
こ う じ

次（69歳）
無職／無所属・新

議
席
番
号

７

たくさんの皆様にご支
援いただきありがとう
ございました。民間と
行政との「協働」で、
住みよい邑楽町を目指
します。

今後の抱負

責任を痛感しておりま
す。「安全で安心して暮
らせる町づくり」のた
めに一生懸命努力して
まいりますのでよろし
くお願いします。

今後の抱負

小
こ じ ま

島　幸
ゆきのり

典（68歳）
自営業／無所属・現

議
席
番
号

12

立
た つ ざ わ

沢　稔
と し お

夫（68歳）
会社役員／無所属・現

議
席
番
号

13

三期目の当選をさせて
頂きました。初心に戻
り議員はどうあるべき
か考え、おもいやりの
ある町をつくります。

今後の抱負

政治の原点は奉仕、質
素、倹約で己に厳しく、
他人には愛

あいじょ

恕の精神を
持ち、福祉環境文化を
町民と進化させて行き
たい。

今後の抱負

本
ほ ん ま

間　恵
け い じ

治（58歳）

会社役員／無所属・現

議
席
番
号

14

細
ほ そ や

谷　博
ひ ろ ゆ き

之（68歳）

農業／無所属・現

議
席
番
号

15

安心安全な町づくり、
福祉の充実・子育て支
援に力を入れ、初心を
忘れず町政の前進、支
えあいの地域社会づく
りに全力投球します。

今後の抱負

御声援頂いた皆様に感
謝します。皆様の付託
にこたえる為に現職と
して培って来たものを
礎とし、初心に帰り頑
張ります。

今後の抱負

大
お お の

野　貞
さ だ お

夫（69歳）

無職／日本共産党・現

議
席
番
号

８

田
た べ い

部井　健
け ん じ

二（59歳）

自営業／無所属・現

議
席
番
号

９

二期目のチャンスをあ
たえていただきました。
皆様の期待にこたえら
れますよう、全力で精
一杯頑張ってまいりま
す。

今後の抱負

「町民の命と暮らしを守
る」議員になった時に
誓った言葉です。私は
今後とも町民の目線に
立って、住んでよかっ
たといえる邑楽町発展
のために力をつくす決
意です。

今後の抱負

小
お ざ わ

沢　泰
た い じ

治（65歳）
保険代理業／無所属・現

議
席
番
号

10

岩
い わ ざ き

﨑　律
り つ お

夫（68歳）
農業／無所属・現

議
席
番
号

11

対話と行動を基本に
日々努力を積み重ね町
民の皆様のお役に立て
るように頑張ります。

今後の抱負

全町民の幸せのため、
町政の現実をお知らせ
し、正常な町となるよ
う、議員の責務として、
しっかり役目を果たし
たい。

今後の抱負

議

　長

副
議
長

※邑楽町議会では「議席番号４」はありません。
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高島小学校

北保育園北保育園北保育園

国道122号

高島幼稚園高島幼稚園高島幼稚園

松本公園

勤労青少年ホーム勤労青少年ホーム勤労青少年ホーム
福祉センター福祉センター福祉センター

（ヤングプラザ）（ヤングプラザ）（ヤングプラザ）

７
月
３
日
㊐
は
、
群
馬
県
知
事
選

挙
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
選
挙

は
、
私
た
ち
の
意
見
を
政
治
に
反
映
す

る
大
き
な
機
会
で
す
。
大
切
な
一
票
で
す

の
で
、
棄
権
し
な
い
で
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

選挙反
映
す

一
票
で
す

な
そ
ろ
っ
て
投
票

あなたの大切な一票で
ぐんまの未来が決まる

投票日７月３日㊐

選挙に関する問合先 町選挙管理委員会（役場総務課内）Ｇ 47-5002

4ORA  TOWN Public Relations
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「
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
見
た
い
。
そ
し

て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
合

い
の
大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
支
援
を
す
る
た

め
、
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の
小
松
原
学
さ
ん
が
モ
ン
ゴ
ル
へ

と
旅
立
っ
た
の
が
、
東
日
本
大
震
災
直
後
の
３
月
31
日

だ
っ
た
。
震
災
直
後
の
た
め
一
度
は
、
計
画
を
断
念
し

か
け
た
が
、
そ
ん
な
時
、
被
災
し
た
友
人
の
一
言
が
モ

ン
ゴ
ル
の
地
へ
と
向
か
わ
せ
る
後
押
し
と
な
っ
た
。

帰
国
後
、
小
松
原
さ
ん
は
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
を

サ
ッ
カ
ー
で
勇
気
づ
け
る
た
め
、
そ
し
て
支
援
物
資
を

届
け
る
た
め
に
、
東
北
の
地
へ
と
向
か
っ
た
―
。

小

松

原

学
さ

ん

Profile　こまつばら まなぶ／ 1981 年生まれ／坪谷在

住／ 98 年 4 月 11 日 ( 対 C 大阪 ) にＪリーグ最年少

出場記録を樹立し、最年少プロ契約 ( 当時 ) を結ぶ。

98 年 -2001 年ベルマーレ平塚（現・湘南ベルマーレ）、

2002 年 -2003 年ヴァンフォーレ甲府、2003 年 FC

湘南大磯、2004 年 -2005 年群馬 FC ホリコシなどで

プレー経験を積む／群馬キッズリーダー技術部、キッ

ズキャラバン巡回指導、ザスパ草津 U-15 館林スクー

ル監督などの指導暦を持つ。現在、Ｊｅｏサッカー

クリニック主催。ＪリーグＯＢ会会員。今年、群馬

県社会人一部リーグ復帰／柔道整復師の資格を持つ

URL http://www.jeo-fc.jp/

モンゴルの子どもたちに不足しているサッカー

ボールやスパイク、ユニホームなども寄贈

女川町の漁港も地震による津波で、壊滅的な打撃を

受けた。震災のすさまじさが改めてうかがえる

被災地の子どもたちの元気な声が響きわたる（石巻市）

自
分
の
で
き
る
こ
と
は
、
限
ら
れ
て

い
る
…
。
で
も
、
被
災
し
た
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
取
り
戻
し
た
い
―
。

「
明
る
い
話
題
を
俺お

れ

た
ち
に
く
れ
」

被
災
し
た
仲
間
の
一
言
で

自
分
は
モ
ン
ゴ
ル
へ
と
旅
立
て
た
―
。

地元新聞社やテレビ

局（２社）の取材を

受け、サッカースクー

ルが話題となった

モンゴル新聞 感謝状
モンゴルのサッカー普

及に貢献したというこ

とで、地元企業から感

謝状をいただくことに

「がんばろう日本」の

ステッカー。少しで

も被災地の人たち

と同じ気持ちにな

れるように―

モンゴルの荒野は続く
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小川　隆さん（谷中蛭沼・11区）

邑楽消防団
第１分団第 3班　【平成 8年入団】

私にとって消防団とは、自分の生ま
れ育った地域に少しでも恩返しす
ることのできる場所だと思う―。
要は、自分の住んでいるところを
どれだけ好きになれるかです。

地
域
の 

チ
カ
ラ

地
域
の
人
た
ち
の
チ
カ
ラ
で
成
り
立
っ
て
い
る
消
防
団
。

団
員
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
の
チ
カ
ラ
で
守
り
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
で
活
動
し
て
い
る
。 邑楽消防団

一
人
の
消
防
団
員
と
し
て

消
防
団
活
動
の
こ
と
を
、
分
か
っ
て
も
ら

え
る
人
に
は
分
か
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う

れ育った地域に少しでも恩返しす
ることのできる場所だと思う―。
要は、自分の住んでいるところを

消防車の操作は団員にとって必須です。火

災現場で操作できなくては放水できません

消 防団と消防署は違います。常勤の地方公務員

として消防署に勤務する消防職員と異なり、

消防団員は、ふだん仕事を持ちながら火災や大規

模災害発生時に、自宅や職場から災害現場などへ

駆けつける非常勤特別職の地方公務員なのです。

地 域に密着した消防団員。全国的にみても減少

傾向にあります。かつては自営業者が中心と

なって団員が構成されていましたが、現在は会社

員や公務員など「サラリーマン化」が進んでいます。

しかし、現状はサラリーマンの参加なしに、消防

団活動も成り立たなくなっています。県内でみて

も消防団員数は、年々減少傾向にあります。

若
い
チ
カ
ラ
が
消
防
団
に
は
必
要
で
す

県内消防団員の減少人数の推移

H20H18H 7S50 H21H19H17S60

県内消防団員の減少人数の推移（県ホームページより）

特
集
ＳＷＩＴＣＨ
消 防 団

Ogawa Takashi

守らなければならない

大切な人たちが、

このまちにはいる。

だから、いざという時

チカラになれる―。

地域の人たちからなる消防団。ふだんその活

動は、あまり知られていない。東日本大震災

では、避難活動中に命を落とした地元消防団

員もいるという。家族、そして地域の人たち

を守るために―。消防団の使命とはいったい

何なのか。そして、ボランティアでありながら、

命の危険すらある火災現場に赴く団員の思い

とは―。

今回の特集では、邑楽消防団にスポットを当

て、所属する団員のインタビューも交えなが

ら、地域のチカラ「消防団」に迫る。

地域の人たちからなる消防団。ふだんその活

動は、あまり知られていない。東日本大震災

では、避難活動中に命を落とした地元消防団

員もいるという。家族、そして地域の人たち

を守るために―。消防団の使命とはいったい

何なのか。そして、ボランティアでありながら、

命の危険すらある火災現場に赴く団員の思い

とは―。

今回の特集では、邑楽消防団にスポットを当

て、所属する団員のインタビューも交えなが

ら、地域のチカラ「消防団」に迫る。

守らなければならない

だから、いざという時

ＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨＳＷＩＴＣＨ
消 防 団消 防 団消 防 団消 防 団消 防 団消 防 団

ＶＯＬＵＮＮＴＥＥＲ
ＦＩＲＥＣＯＲＰＳ

ＯＲＡＭＡＣＨＩ

写真　邑楽消防団　第１分団第１班【平成 22 年入団】  

　　　増田圭介さん（横町化楽・３区）

INT
ERV

IEW
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消

災
害
は
も
と
よ
り
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
人
に

頼
ら
れ
る
消
防
団
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
―
。

横
山
達
仁
さ
ん
（
店
高
原
・
28
区
）

邑
楽
消
防
団

第
３
分
団
第
４
班
【
平
成
18
年
入
団
】

亡

亡
き
父
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
、
消
防
団
に

入
団
し
て
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
―
。

吉
田
一
成
さ
ん
（
一
本
木
・
18
区
）

邑
楽
消
防
団

第
２
分
団
第
２
班
【
平
成
18
年
入
団
】

会

「
自
分
は
今
何
が
で
き
る
か
」
を
心
掛
け
、
火

災
の
時
に
動
け
る
消
防
団
を
目
指
し
た
い
―
。

岡
島
克
実
さ
ん
（
西
ノ
根
宮
内
中
島
・
24
区
）

邑
楽
消
防
団

第
３
分
団
第
１
班
【
平
成
14
年
入
団
】

Okajima K
atsumi 

特
集

消防団員としての使命の源、それは郷土愛伝統をつなぎ続けるプレッシャー 災害時に動ける消防団になるために
総員 121 人のチカラが集結するとき

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

消
防
団
員
の
横
顔

O�  TOWN ＊ Public Relations 10

分団 班 管轄している地区 団員数

第
１
分
団

第１班 横町化楽、上下西宿、光善寺、新中野、明野 11

第２班 下中野、前谷東原、前瀬戸宿、千原田向地、鶉上、鶉下、鶉新田 11

第３班 前原、天王元宿、十三坊塚、大根村琵琶首、谷中蛭沼 12

第
２
分
団

第１班 藤川 ８

第２班 一本木、渋沼 ８

第３班 秋妻 ９

第４班 石打、住谷崎 ９

第
３
分
団

第１班 西ノ根宮内中島、馬場大林、寺中 ９

第２班 坪谷 ８

第３班 水立大黒、十三軒、十軒 ９

第４班 店高原、本郷江原 ９

第５班 古家、大谷端宿赤東、開拓 ９

邑楽消防団の構成表

元第１分団第２班

関谷正明さん

（千原田向地・９区）

退団者の声
娘の小学校のＰＴＡ活動で知り合った

団員に誘われたのがきっかけで、今年

入団しました。地域の活動などで団員

とは一緒になることも多くなるので、

入団をきっかけに知り合いが増え、新

たな横のつながりが広がっていくこと

は今後プラスになると思います。それ

に秋妻地区では、団員が毎年クリスマ

ス時期になると「消防サンタ」になり

子どもたちにプレゼントをしています。

先輩たちが築いてきたこうした取り組

みを、自分もぜひ続けていきたいです。

第２分団第３班

髙野敏幸さん

（秋妻・17 区）

新入団員の声

私
た
ち
は
、
チ
カ
ラ
に
な
れ
る

Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ

消

防

団

Yokoyama Tatsuhito

Yoshida K
azunari

Kouno
  Toshiyuki

Sekiya 
  Masaaki 

邑 楽 消 防 団 の 構 成

邑楽消防団は、館林地区消

防組合に所属し、現在その

構成は３分団 12 班、団員数

121 人から成り立っていま

す。火災時はもちろんのこ

と、台風やゲリラ豪雨など

のときなどは、水防団とし

ても活動します。また、ポ

ンプ操法競技大会や町総合防災訓

練（２年に１度）、秋季点検や歳末

警戒、出初式、予防消防活動など、

その活動範囲は多岐にわたります。

総
員
１
２
１
人
の
チ
カ
ラ

平成 5 年に入団して以来、あっという

間の 18 年間。今年４月に退団すること

になり今は感慨無量です。自分は消防

団が大好きでした。自分の居場所がそ

こにはあったし、地域に貢献できると

いう誇りがあったからです。それと苦

楽を共にした大切な仲間と消防団で出

会えたことが、何より自分の財産になっ

たからです。家族からは、「本当に辞め

ちゃうの」と聞かれましたが、引き際

が肝心。後輩団員たちが、地域のため

に頑張ってくれることを願っています。
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第38回

邑楽消防団ポンプ操法競技大会
７月10日㊐（雨天決行）期日

午前８時30分操法開始時間

役場庁舎南側駐車場会場

町民体育館町民体育館

足
利
邑
楽
行
田
線

足
利
邑
楽
行
田
線図書館

邑楽町役場入口

国道354号国道354号

シンボルタワーシンボルタワー

男達の熱き闘いが今始まる―。 訓
練
の 
チ
カ
ラ

ポンプ操法

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る

ポンプ操法競技大会出場順位

1 第３分団第４班 7 第３分団第５班

2 第１分団第１班 8 第１分団第３班

3 第２分団第１班 9 第３分団第２班

4 第３分団第３班 10 第３分団第１班

5 第２分団第２班 11 第２分団第４班

6 第１分団第２班 12 第２分団第３班

TOP
INTERVIEW

消防団はいざという時チカラになれる。だから、地域に
貢献しているんだという誇りを団員には持ってほしい―。

丸木信一さん

邑楽消防団
団長

消防団は団長の「手」にかかっている。
邑楽消防団の団長として団員を率い、
121 人の総指揮を執る丸木信一さんに聞く。

― 新入団員の確保が、どこの班でも苦労していると聞きますが？

丸木　原因のひとつに現役団員自体の高年齢化が進み、若い世代の人たちを地

区内でも知らないといったケースがあります。ですから、区長さんにも協力し

ていただきながら、班同士の情報交換なども広げて、団員確保につなげてほし

いと考えます。

― 以前は、自営のかたが多いと言われていた消防団。現在の構成は？

丸木　現在、邑楽消防団は 121 人。その内、会社員は 88 人にものぼり、自営

業者はわずか８人です。昼間の火災時は、町外で働いている団員は、現場に駆

けつけられない場合もあると思います。邑楽消防団には家族従業者、団体職員

や役場職員のかたがいるので、まだ助かっている部分はありますね。

― ポンプ操法競技大会は、競技性が高まりすぎて本来の技術習得につながっていないのでは？

丸木　大会は、ホースの延長から始まり消防車両の取り扱いまで、機械器具の基本的知識を

身につけるきっかけになるものです。火災現場では、火を目の前にして誰も教える余裕はあ

りません。ですから、こうした技術が学べるポンプ操法競技大会は、重要性があると考えます。

大会では、日ごろの練習成果を各班が披露します。住民の皆さんに、ぜひ見てほしいですね。

― 団長の考える消防団とは？

丸木　「自分たちのまちは、自分たちで守る」それが消防団だと考えます。東日本大震災で津

波から住民を逃がそうと、最後まで警鐘を鳴らし続け、津波に飲み込まれて命を落とした地

元消防団員もいると聞きます。ですから、地域を災害から守っているのだという誇りや気概

を持つことが、消防団のチカラの原動力にほかならないと思います。

団長
の手

MARUKI SHINICHI　1964 年

生まれ。消防団へは昭和 63

年に入団。分団長や副団長を

歴任し、平成 21 年に団長に

就任する。新中野在住、46 歳

１番員２番員

放
水
の
か
な
め

指揮者

唯
一
に
し
て
絶
対
の

命
令
を
下
す

職

人

の

技

３番員

４番員４番員

ポ
ン
プ
を
操
る

操
法
の
キ
ー
マ
ン

主催 館林地区消防組合邑楽消防団 問合先 邑楽消防署Ｇ 88-5551

邑楽の消防魂ここに見参

特
集
ＳＷＩＴＣＨ
消 防 団

ポ
ン
プ
操そ

う
ほ
う法
競
技
大
会
と
は
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公共施設や皆さんの生活に直結するさまざまな制度、イベントなどを紹介するコーナーです。
まだ形になっていない現在進行形の計画なども、なるべくご紹介していきます。

　
平
成
23
年
度
の
子
ど
も
手
当
は
、
９
月
ま

で
暫
定
的
に
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
支
給
条
件
、
対
象
と
な
る
子
ど
も
、

支
給
月
額
な
ど
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
10
月
か
ら
は
、
新
た
な
制
度
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
今
回
６
月
の
現
況
届

は
提
出
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
15
日
以
内

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

出
生
や
転
入
な
ど
に
よ
り

新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合

出
生
の
場
合
は
、
出
生
し
た
翌
日
か
ら
、
転

入
の
場
合
は
、
前
住
所
地
の
転
出
予
定
日
か

ら
15
日
以
内
の
請
求
で
あ
れ
ば
、
月
が
ま
た

が
っ
て
も
出
生
し
た
月
や
転
出
し
た
月
の

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
申
請
が
15
日

目
よ
り
遅
れ
て
し
ま
う
と
、
手
当
が
支
給
さ

れ
な
い
期
間
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
給
者
（
保
護
者
）
が

単
身
で
転
出
し
た
場
合

受
給
者
が
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
場

合
は
、
転
入
先
の
市
区
町
村
へ
改
め
て
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
転
入
先
の
市
区
町

村
で
は
該
当
者
に
子
ど
も
が
い
る
か
ど
う

か
分
か
ら
ず
、
申
請
手
続
き
が
遅
れ
る
可
能

性
が
で
て
き
ま
す
の
で
、
転
入
先
の
市
区
町

村
で
住
所
を
変
更
し
た
後
15
日
以
内
に
手

続
き
を
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

里
帰
り
出
産
で
邑
楽
町
以
外
の

市
区
町
村
へ
出
生
届
を
提
出
し
た
場
合

里
帰
り
出
産
を
し
て
、
出
生
届
を
邑
楽
町
以

外
に
提
出
し
た
場
合
、
子
ど
も
手
当
の
申
請

は
、
住
民
登
録
の
あ
る
市
町
村
で
し
か
行
え

ま
せ
ん
の
で
、
改
め
て
邑
楽
町
で
申
請
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
出
生
後

15
日
以
内
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
給
者
（
保
護
者
）
が
公
務
員
を
辞
め
た
と

き
、
ま
た
は
公
務
員
に
就
職
し
た
と
き

異
動
日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
邑
楽
町

ま
た
は
所
属
庁
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
合
先
　
役
場
福
祉
課
Ｇ
47

−

５
０
２
３

　
町
で
は
、
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
の

人
を
対
象
に
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
る
周
り
の
組
織

に
起
こ
る
病
気
で
す
。
そ
の
原
因
は
、
日
ご

ろ
の
食
事
や
歯
磨
き
、
喫
煙
な
ど
が
関
係
す

る
生
活
習
慣
病
。
歯
だ
け
の
病
気
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
全
身
病
を
引
き
起
こ
す
原

因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
予
防
に
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
と
丁
寧
な

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
歯
科
医
師
に
よ
る
検
診
で

定
期
的
に
口
く
う
内
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
検
診
期
間
　
６
月
１
日
㊌
〜
７
月
31
日

㊐

▼
実
施
歯
科
医
院
　
町
内
各
歯
科
医
院
（
館

林
邑
楽
歯
科
医
師
会
会
員
）

※
事
前
に
予
約
を
し
て
か
ら
検
診
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
の
年

齢
が
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
の
人

▼
検
査
内
容
　
問
診
・
口
く
う
診
査
・
指
導

▼
検
診
料
金
　
５
０
０
円

※
70
歳
の
人
は
無
料
で
す
。

▼
持
参
す
る
も
の
　
歯
周
疾
患
検
診
お
知

ら
せ
通
知
（
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま

す
）、
検
診
料
金
、
保
険
証

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
Ｇ

88

−

５
５
３
３

健康

定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
お
勧
め
し
ま
す

歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

●

●
●
●
●
●

　
町
で
は
、
特
定
疾
患
医
療
の
給
付
を
受
け

て
い
る
人
を
対
象
に
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

①
特
定
疾
患
医
療
の
給
付
を
受
け
て
い
る

②
小
児
慢
性
疾
患
医
療
の
給
付
を
受
け
て

い
る

③
慢
性
じ
ん
炎
（
じ
ん
機
能
不
全
）
で
人
工

透
析
法
を
受
け
て
い
る

④
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
難

病
患
者
と
し
て
治
療
を
受
け
て
い
る

▼
支
給
額
（
月
額
）　
３
、０
０
０
円

▼
申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
申
請
す
る

※
申
請
用
紙
は
役
場
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　

受
給
者
証
、
払
込
先
金
融
機
関
名
や
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の
、
印
鑑

▼

問

合

先
　
役
場
福
祉
課
Ｇ

47

−

５
０
２
４

福祉

特
定
の
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

特
定
疾
患
見
舞
金
の
支
給

●

●
●
●
●
●

　
館
林
厚
生
病
院
で
は
、
健
康
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
放
射
線
被
ば

く
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
で
す
。
参
加
費
は

無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
　
６
月
23
日
㊍

▼
時
間
　
午
後
４
時
〜

▼
会
場
　
館
林
厚
生
病
院

▼
講
師
　
池
田
一
先
生
（
館
林
厚
生
病
院
放

射
線
科
部
長
）

▼
テ
ー
マ
　
放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
健
康

へ
の
影
響

▼
申
込
方
法
　
直
接
会
場
に
来
場
す
る

▼
問
合
先
　
館
林
厚
生
病
院
Ｇ
72

−

３
１
４
０

　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、各
種
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談

▼
期
日
　
６
月
15
日
㊌

▼
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

▼
会
場
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

▼
対
象
　
子
育
て
に
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
人

※
予
約
制
で
す
。

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む

精
神
保
健
福
祉
相
談

▼
期
日
　
６
月
15
日
㊌
、７
月
6
日
㊌

▼
時
間
　
午
後
３
時
〜
５
時

▼
会
場
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

▼
対
象
　
こ
こ
ろ
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る

人
や
そ
の
家
族

※
予
約
制
で
す
。

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む

ふ
れ
あ
い
相
談
会

（
神
経
難
病
生
活
支
援
相
談
会
）

▼
期
日
　
７
月
13
日
㊌

▼
時
間
　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

▼
対
象
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
・
多

発
性
硬
化
症
・
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
・
脊

髄
小
脳
変
性
症
・
重
症
筋
無
力
症
・
多
系
統

萎
縮
症
な
ど
の
患
者
と
そ
の
家
族

▼
内
容
　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、歯
科
衛

生
士
に
よ
る
相
談
、作
業
療
法
士
に
よ
る
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
、交
流
会

▼
申
込
方
法
　
初
め
て
参
加
す
る
人
は
電

話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

Ｇ
72

−

３
２
３
０

福祉

該
当
す
る
人
は
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
が
必
要
な
人

●

●
●
●
●
●

健康

館
林
厚
生
病
院
の
健
康
講
座

放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

●

●
●
●
●
●

相談

一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
の
各
種
相
談

●

●
●
●
●
●

　
相
場
一
夫
さ
ん
（
藤
川
・
16
区
）
が
県
総

合
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
平
成
７
年
〜
平

成
23
年
の
16
年
間
、
町
議
会
議
員
と
し
て
活

躍
。
今
回
の
受
賞
は
、
町
議
会
議
長
や
邑
楽

郡
町
村
議
会
議
長
会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
相
場
さ
ん
は
、「
初
当
選
し
て
か
ら
の
16

年
間
、
町
政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
こ
の
よ
う
な
表
彰
を
い
た
だ
き
、
驚
き
と

と
も
に
、
議
員
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出

が
よ
み
が
え
り
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
農
業
を
し
な
が
ら
地
域

の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
も
大
切
に
し
、
一

町
民
と
し
て
、
町
議
会
や
町
の
将
来
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

表彰

相
場
さ
ん
が
県
総
合
表
彰
受
賞

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献

●

●
●
●
●
●

県総合表彰を受けた

相場一夫さん

　
早
川
キ
ヨ
子
さ
ん
（
開
拓
・
32
区
）
が
県

総
合
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞

は
、
平
成
３
年
に
町
婦
人
会
会
長
に
就
任
し

て
以
来
、
邑
楽
郡
婦
人
連
絡
協
議
会
会
長
、

県
地
域
婦
人
団
体
連
合
会
副
会
長
を
務
め

る
な
ど
、
女
性
の
地
域
活
動
の
よ
り
一
層
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
早
川
さ
ん
は
、「
今
回
の
受
賞
を
と
て
も

光
栄
に
思
い
ま
す
。
今
ま
で
情
熱
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
の
も
、
応
援
し
て

く
れ
た
家
族
、
そ
し
て
、
私
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
う
ち

は
、
や
る
気
と
気
力
で
、
情
熱
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

表彰

早
川
さ
ん
が
県
総
合
表
彰
受
賞

女
性
の
地
域
活
動
の
推
進
に
尽
力

●

●
●
●
●
●

県総合表彰を受けた

早川キヨ子さん
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公共施設や皆さんの生活に直結するさまざまな制度、イベントなどを紹介するコーナーです。
まだ形になっていない現在進行形の計画なども、なるべくご紹介していきます。

　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
統
合
失
調

症
の
病
気
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
教
室

を
開
き
ま
す
。
統
合
失
調
症
は
幻
覚
・
妄
想

な
ど
の
症
状
の
で
る
心
の
病
で
す
。
家
族
の

正
し
い
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
が
患
者
さ
ん
に

は
必
要
で
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
家
族
の
対
応
方
法
な
ど

の
理
解
が
深
め
ら
れ
ま
す
。

家
族
の
対
応
に
つ
い
て

▼
期
日
　
6
月
22
日
㊌

▼
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
内
容
　
家
族
の
対
応
方
法
に
つ
い
て

福
祉
制
度
の
理
解
と
家
族
の
対
応

▼
期
日
　
6
月
29
日
㊌

▼
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
内
容
　
統
合
失
調
症
に
対
す
る
福
祉
制

度
や
家
族
の
対
応
に
つ
い
て
の
講
義

▼
会
場
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
　

▼
対
象
　
統
合
失
調
症
患
者
の
家
族
（
先
着

順
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
　
6
月
17
日
㊎

▼
申
込
・
問
合
先
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

Ｇ
72

−

３
２
３
０

介護は長期にわたることが多く

家族だけで頑張っても限界があ

ります。介護者同士で悩みの相

談、交流などを図り心身のスト

レスを緩和することも大切です

　
現
在
、
看
護
師
や
助
産
師
な
ど
の
不
足
が

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
資
格
（
保
健

師
、助
産
師
、看
護
師
、准
看
護
師
）
を
持
っ

て
い
て
、
今
看
護
や
助
産
な
ど
の
仕
事
に
つ

い
て
い
な
い
人
で
、
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
、
ぜ
ひ
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、
現
場
で

働
き
た
い
と
希
望
し
て
い
る
人
を
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
ま
す
。
現
場
に
復
帰

し
て
、
ま
た
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
募
集
締
切
　
７
月
29
日
㊎

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
Ｇ
88

−

５
５
３
３

　
館
林
地
区
消
防
組
合
で
は
、
平
成
24
年
度

採
用
の
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
・
人
数
　

消
防
吏
員
、
救
急
救
命
士
・
5
人
程
度

▼
受
験
資
格
　

館
林
地
区
消
防
組
合
管
内
（
邑
楽
町
・
館
林

市
・
板
倉
町
・
明
和
町
・
千
代
田
町
）
に
住

ん
で
い
る
人
で
日
本
国
籍
を
持
つ
人

※
管
外
に
住
ん
で
い
る
人
で
も
応
募
で
き

ま
す
が
、
採
用
後
は
、
管
内
在
住
を
条
件
と

し
ま
す
。

消
防
吏
員

①
大
学
を
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
し
た
人
で
、

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

②
短
大
を
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
し
た
人
で
、

昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

③
高
校
を
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
し
た
人
で
、

平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

救
急
救
命
士

救
急
救
命
士
資
格
を
持
つ
人
（
救
急
救
命
士

の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
有
す
る
人
を
含

む
）
で
、
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

▼
提
出
書
類

受
験
申
込
書
、
返
信
用
封
筒
（
80
円
切
手
同

封
）

※
受
験
申
込
書
は
、
館
林
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
ま
た
は
邑
楽
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

▼
試
験
日
・
試
験
内
容

第
一
次
試
験

　

７
月
下
旬
予
定
・
体
力
試
験

第
二
次
試
験

　

８
月
中
に
予
定
・
論
文
試
験

※
第
１
次
試
験
合
格
者
が
対
象
で
す
。

第
三
次
試
験

　

未
定
・
筆
記
試
験
、
面
接
試
験

※
第
２
次
試
験
合
格
者
が
対
象
で
す
。

▼
試
験
会
場
　

館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
な
ど

▼
受
付
期
間
　
６
月
１
日
㊌
～
６
月
30
日

㊍
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時▼
申
込
・
問
合
先
　
館
林
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
Ｇ
72

−

３
１
７
１

　
県
で
は
、
年
４
回
（
１
月
・
４
月
・
７
月
・

10
月
）
に
わ
た
り
、
県
営
住
宅
入
居
者
の
定

期
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
７
月
の
入

居
者
募
集
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
随
時

募
集
の
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
資
格
　
住
宅
に
困
窮
し
親
族
と
入

居
す
る
人

※
収
入
制
限
が
あ
り
、

※
単
身
入
居
（
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
）
資

格
や
そ
の
他
は
、
募
集
案
内
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
募
集
住
宅
　
所
在
地
や
戸
数
、
家
賃
、
間

取
り
な
ど
は
募
集
案
内
を
参
照

▼
募
集
案
内
配
布
　
県
住
宅
供
給
公
社
、
県

土
木
事
務
所
、
役
場
土
木
課
で
配
布

▼
募
集
期
間

　７
月
１
日
㊎
～
15
日
㊎

▼
入
居
可
能
日

　10
月
１
日
㊏

▼
申
込
方
法
　
郵
送
で
申
し
込
む

▼
問
合
先
　
県
住
宅
供
給
公
社

Ｇ
０
２
７

−

２
２
３

−

５
８
１
１

　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
緑
化
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

家
庭
で
楽
し
む
ハ
ー
ブ
の
種
類
と
育
て
方

▼
期
日
　
７
月
10
日
㊐

▼
講
師
　
根
岸
尚
之
先
生
（
ハ
ー
ブ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

▼
定
員
　
60
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
開
始
　
６
月
27
日
㊊
午
前
８
時
30

分そ
こ
が
知
り
た
い
庭
木
の
病
気
と

害
虫
の
防
除

▼
期
日
　
７
月
21
日
㊍

▼
講
師
　
大
澤
松
男
先
生
（
１
級
造
園
施
工

管
理
技
士
）

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
開
始
　
７
月
4
日
㊊
午
前
８
時
30

分▼
時
間
　
午
前
10
時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）

▼
会
場
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
Ｇ
88

−

７
１
８
８

募集

統
合
失
調
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
教
室

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
の
家
族
教
室

●

●
●
●
●
●

募集

働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
登
録
を

在
宅
看
護
職
員
カ
ム
バ
ッ
ク
作
戦

●

●
●
●
●
●

募集

み
ど
り
の
専
門
家
が
教
え
て
く
れ
ま
す

緑
化
セ
ン
タ
ー
の
緑
化
講
座

●

●
●
●
●
●

募集

あ
な
た
の
力
を
ま
っ
て
い
ま
す

消
防
職
員
の
募
集

●

●
●
●
●
●

募集

県
営
住
宅
入
居
者
の
定
期
募
集

入
居
を
希
望
す
る
人
は
お
申
し
込
み
を

●

●
●
●
●
●

　
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、新
し
い

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
と
も
な
い
、小

中
学
校
・
幼
稚
園
な
ど
へ
の
配
送
業
務
を
民

間
事
業
者
に
委
託
し
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の
安
定
供
給
を

確
保
す
る
た
め
、事
前
に
業
務
受
託
希
望
事

業
者
へ
条
件
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
す
。入

札
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
の
か
た
は
、お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
６
月
15
日
㊌
～
22
日
㊌

▼
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
問
合
先
　
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
Ｇ

88

−

０
６
７
８
　
Ｃ
88

−

６
９
３
６

お知らせ

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
送
業
務
委
託

配
送
業
務
を
民
間
事
業
者
へ
委
託
し
ま
す

●

●
●
●
●
●

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護

者
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日
　
６
月
17
日
㊎

▼
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
会
場

　町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

　介
護
し
て
い
る
人
、
介
護
経
験

者
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人

▼
内
容

　介
護
者
交
流
、
学
習
会
、
情
報
交

換
な
ど

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
Ｇ
80

−

９
３
０
０

募集

町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護
者
サ
ロ
ン

介
護
を
し
て
い
る
人
た
ち
の
交
流
の
場
で
す

●

●
●
●
●
●

現在、建設工事が進んでいる学校給食セ

ンターは、第２学期から配食を開始する

予定です
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わ
た
し
の
つ
く
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

５月７日、長柄公民館で

母の日子どもフラワーアレンジメ

ント教室が行われました。参加した子ど

もたちは、日ごろお世話になっているお母

さんに感謝の気持ちをお花で伝えるために、

カーネーションやガーベラなどのお花でフラ

ワーアレンジメントをつくりました。また、

メッセージカードも添えてお母さんにプ

レゼントするために、「ありがとう」

の気持ちを込めて、カードに

書いていました。

PH TO PALETTE

皆さんの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を

「広報おうら」編集部まで、お気軽にお寄せください。 Ｇ 47-5007信
号
の
色
が
青
に
な
っ
た
ら

み
ど
り
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら

５月10日、中野東小学校で３年生自転車教室が行われ、交通ルールを

守った正しい自転車の乗り方などを学びました。亀田遥さん（前谷東原・

２区）は、「自転車に乗るときの交通ルールが学べたので、勉強になりま

した。交通事故に気をつけて乗りたいと思います」と話してくれました。

５月１日、第32回おはようウオークが行われ、子どもから大人まで約

230人が参加しました。役場庁舎前から多々良沼公園を往復するコース

は自然を満喫できるので、ウオーキングには最適。参加した皆さんは約

６㎞のコースを、みどりの息吹を感じながら、気持ちよく歩きました。

５月１日、第32回おはようウオークが行われ、子どもから大人まで約

み
ん
な
に
囲
ま
れ
１
０
０
歳
に

５月８日、石井みさをさん（西ノ根宮内中島・24区）が１００歳を迎えま

した。長生きのひけつは食事の好き嫌いをせず何でもよく食べ、よく体

を動かすこと。うれしくなると、生まれ故郷岐阜の民謡を元気に歌って

くれることも。元気なときは、山菜採りに行くこともあったそうです。

５月10日、中野東小学校で３年生自転車教室が行われ、交通ルールを

５月８日、石井みさをさん（西ノ根宮内中島・24区）が１００歳を迎えま

お
か
あ
さ
ん
、喜
ん
で
く
れ
る
か
な

19 2011 ＊ JUNE

５月21日、ヤングプラザで手打ちそば講座が行われまし

た。参加した皆さんは、そば打ちに悪戦苦闘しながらも、

自分で打った、できたてのそばに舌鼓を打っていました。

本格的な手打ちそばづくりに悪戦苦闘
ヤングプラザの手打ちそば講座

5月4日、みどりの日の集いが行われ、おうら創造の森に

は、親子連れなどたくさんの人たちが訪れました。苗木配

布会や寄せ植え教室などイベントが盛りだくさんでした。

親子連れなど、たくさんの人でにぎわいました
おうら創造の森「みどりの日の集い」

５月17日、高島小学校の４年生54人が中野浄水場を見学

しました。生徒たちは、水道水ができるまでの行程を興味

深く学び、見学の最後には、できたての水も飲みました。

おいしい水ができるまでを見学してきました
高島小学校の中野浄水場見学
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　PN.
赤
い
さ
く
ら
ん
ぼ

。
最
近
は
、「
よ
じ

ら
ー
（
４
時
ら
ー
）」、「
ご
じ
ら
ー
（
５

時
ら
ー
）」
な
ん
て
言
葉
が
一
部
で
、
は

や
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
　
　佐
藤
明
寛
さ
ん
（
新
中
野
）

　
　
　PN.
あ
ち
ゃ
ぱ
ん
ま
ん

　

　
　
　PN.
マ
チ
ル
ダ

　 

　
　
　PN.
デ
ブ
ネ
コ

　

イ
ベ
ン
ト

　
　
　

第
13
回
館
林
第
九
合
唱
団

シ
ャ
ト
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
今
年
も
館
林
第
九
合
唱
団
が
、シ
ャ
ト

ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

奮
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

　
６
月
19
日


▼
時
間

　
午
後
２
時
（
午
後
１
時
30
分
開

場
）

▼
会
場

　館
林
市
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

（
館
林
市
城
町
）

▼
曲
目

　「
グ
リ
ー
ン
・
ス
リ
ー
ヴ
ス
」
、

「
め
で
た
し
、
女
王
よ
」
、「
ラ
・
カ
ン
パ

ネ
ッ
ラ
」、「
愛
の
夢
第
３
番
」な
ど

▼
出
演

　指
揮
多
田
羅
迪
夫
、
合
唱
館
林

第
九
合
唱
団
、
独
奏
と
二
重
唱
小
林
昭

裕
、
高
瀬
梢
、
布
施
奈
緒
子
、
新
見
準
平
、

ピ
ア
ノ
木
村
美
紀
、飯
野
景
子

▼
入
場
料

　
１
、５
０
０
円（
全
席
自
由
）

▼
問
合
先

　
館
林
第
九
合
唱
団

　
（
根

岸
）
Ｇ
0
2
7
６

－

７
４

－

0
6
5
0

第
５
回
健
康
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
絆

き
ず
な

会
は
、
今
年
も

健
康
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日

　６
月
26
日
（
雨
天
中
止
）

▼
出
発
時
間

　午
前
９
時

▼
集
合
場
所

　高
島
小
学
校

▼
対
象

　小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
。

▼
内
容

　高
島
地
区
周
辺
の
神
社
な
ど

を
巡
る
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

※
終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
の
配

布
が
あ
り
ま
す
。

▼
距
離
　
約
４
㎞

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　飲
物
、雨
具
な
ど

▼
申
込
方
法

　当
日
、
申
し
込
み
を
受
け

付
け
る

▼
問
合
先

　
飯
塚
Ｇ
88

－

4
9
4
0

PN．ブータマ

広 場み ん な の
PATIOとは「中庭」という意味。

町民の皆さんが集い、

自由に意見を語り合う広場です。

ひ

と

こ

と

PN.嵐大スキちゃん

見
慣
れ
た
景
色
で
も

靴
が
違
え
ば
新
鮮
に

(=^ ▽ ^=)

早
起
き
し
て
出
勤
前
に

畑
仕
事
は
じ
め
ま
し
た

(o^∇^o)ﾉ

節
電
対
策
を
み
ん
な
で

考
え
て
み
て
は
い
か
が
？

(？～？)

そ
ば
打
ち
を
趣
味
に
し
て

妻
に
日
ご
ろ
の
感
謝
を
！

(ﾟ▽ﾟ*)

スマイル
み～つけた



取材先で見つけた笑顔を

掲載してみました。

ま

　ち

　か

　ど

Q & A
町への意見を掲載しました

　以前にも同様な質問が寄せられていましたが、

近所でゴミを燃やしたり、野焼きしたりしていて、

洗濯物や布団が外に干せません。窓も開けられま

せん。何とかしてください。

貴重なご意見ありがとうございます。屋外での

燃焼行為は、廃棄物処理法や県条例により原則

禁止です。ただし、下記①から⑤のように例外

的に認められる場合があります。しかし、例外的に認められ

る場合であっても、周辺の迷惑にならないよう最大限配慮す

る必要があります。また、焼却によって有害物質が発生する

プラスチックやビニールなどは、量の多少にかかわらず焼却

禁止物です。

①たき火、その他日常生活を営む上での小規模な燃焼行為

②風俗習慣上や宗教上の行事を行うための燃焼行為

③学校の教育活動に伴う行事などでの燃焼行為

④病害虫の防除などが目的で、焼却する以外方法がない場合

の麦・稲わらなどの小規模燃焼行為

⑤災害の予防、応急対策など

　また、上記の①から⑤の例外にあてはまる場合でも、周辺

の生活環境に支障が生じる場合は担当課で現地を確認し、中

止などの指導を行っていきたいと思います。皆さんのご理解

とご協力をよろしくお願いします。

麦・稲わらの燃焼行為▶問合先　役場産業振興課Ｇ 47-5025

その他の燃焼行為▶問合先　役場生活環境課Ｇ 47-5018

Q

A

情 

報 

板

PN.XJapan

岩佐美紅さん（新中野）

すてきなハーモニーが会場内に響きわたる

朝
は
ぐ
ず
ぐ
ず
の
娘
も

帰
り
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い

o(*^▽^*)o

①イラスト・絵手紙　② 4 コマ漫画

③詩・ポエム　　　　④短歌・俳句

⑤告知コーナー

　（イベントの案内やサークル結成の呼びかけなど）

⑥「譲ってください・譲ります」

　もちろん、町に対するご質問やご意見も大歓迎です。

ご質問・ご意見は、はがき・電話・FAX・E メールなど、ど

んな方法でも結構です。掲載させていただいた人には、粗品

を進呈します。

※誌上匿名でもＯＫですが、記念品の郵送や内容の確認など

のため必要ですので、必ず実際の氏名・住所・電話番号・年

齢をお書き添えください。

●あて先

〒 370-0692（住所は不要）邑楽町役場企画課広報広聴係

Ｇ 47-5007　鯖Ｃ 89-0136

E-mail　koho@town.ora.gunma.jp

広 報 ク イ ズ

問題の答えをはがきに書いて送ってください。全問正解者

の中から、抽選で 10 人のかたに 500 円の図書カードをプ

レゼントします。

【今月の問題】

第 1 問　今年のポンプ操法競技大会の開催日は？

　　　　A. ７月９日　　　　　　　B. ７月１０日

　　　　C. ８月１０日　　　　　　（ヒント 13 ページ）

第２問　ヤングプラザで行われた講座は？

　　　　A. 手打ちそば講座　　　　B. 手打ちパスタ講座

　　　　C. あなたのそばへ　　　　（ヒント 19 ページ）

応募方法　はがきに、答え（例：第 1 問―Ａ）・住所・

　　　　行政区・名前・年齢を書いて送ってください。

あて先　〒370-0692邑楽町役場企画課「広報クイズ」係

締　切　６月 16 日（当日の消印有効）

※当選者は広報おうら７月号で発表します。

【５月号の当選者】（応募数 36 通、全問正解 36 通）

　　金子結愛（6 区） 小島理恵（9 区）

　　川島　愛（11 区） 森戸逸雄（12 区）

　　塚原奈津子（15 区） 広瀬志穂（17 区）

　　増尾敬介（22 区） 岩佐美紅（33 区）

　　高橋泰子（34 区） 中村安子（34 区）

「PATIO」では皆さんからの
投稿を大募集中です。投稿大募集
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わ
が

家
のアイドル

悠生は、わんぱくで、いたずら好きな元気な子です。テレビのリモ

コンが大好きで、いつもスイッチを入れたり、切ったり。最近は、

ひいおばあちゃんと音楽に合わせて楽しく遊ぶのがマイブーム。

食べ物はイチゴがお気に入りですが、牛乳はちょっぴり苦手…。

大きくなるために、もうちょっと飲んでほしいです。とにかく、健

康で明るく、思いやりのある子に育ってほしいと願っています。

■ 現在何をしていますか？

             　現在、千代田町にあるホーム

センターで働いています。仕事

が忙しいときもありますが、合

間をぬって、邑楽町レクリエー

ションリーダーズクラブ（通称

ＯＲＬＣ）で活動することが、

ライフスタイルの一環です。高

校一年生の時に参加したＯＲ

ＬＣでのボランティア活動も

今年で11年目。何より多くの人

たちとの出会いが、今の自分に

とって、大切になっています。

給
油
所
に
長
蛇
の
車
戦
時
下
の
父
母
の
世
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ 

曽
我

　公
子

被
災
地
へ
向
か
う
と
う
息
子
の
メ
ー
ル
受
け
月
に
祈
り
し
停
電
の
夜 

菅
谷
千
枝
子

停
電
の
無
音
の
町
は
皓
々
の
月
に
照
ら
さ
れ
闇
夜
に
浮
か
ぶ 

板
橋

　浩
子

め
ま
い
か
と
思
わ
ず
畑
に
う
ず
く
ま
る
三
月
十
一
日
二
時
四
十
六
分 

横
山

　輝
子

一
瞬
で
家
も
命
も
奪
い
去
る
恵
み
の
海
も
時
に
は
無
情 

福
田

　芳
宏

給
油
待
つ
長
い
車
列
を
横
に
見
つ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
気
配
り
走
る 

宮
﨑
ト
ヨ
子

大
地
震
家
族
と
ゆ
き
し
み
ち
の
く
路
松
島
お
も
い
芭
蕉
悲
し
も 

茂
木
い
く
子

恐
ろ
し
き
津
波
に
呑
ま
れ
し
人
と
家
色
よ
き
毛
布
選
び
て
贈
る 

横
山
ヒ
サ
江

被
災
地
の
事
を
思
い
つ
停
電
に
湯
た
ん
ぽ
抱
い
て
ロ
ウ
ソ
ク
灯
す 

山
﨑

　静
子

初
雲
雀
種
の
も
の
よ
り
苗
と
せ
り 

根
本

　康
男

多
忙
の
日
送
る
幸
せ
春
惜
し
む 

今
井

　里
智

桃
の
花
門
の
中
よ
り
高
笑
い 

小
林
ト
ヨ
子

リ
ズ
ム
持
つ
農
夫
の
背
中
揚
ひ
ば
り 

石
橋
弥
代
江

大
津
波
に
消
え
し
故
郷
み
ぞ
れ
雪 

金
子

　典
子

靴
の
音
軽
き
地
下
道
春
の
風 

中
繁
貴
美
子

屋
根
覆
う
ブ
ル
ー
の
シ
ー
ト
春
の
寒 

宮
尾

　静
子

ひ
と
ひ
ら
の
花
ひ
ざ
に
舞
う
野
点
か
な 

中
谷

　和
子

節
電
も
エ
ー
ル
も
支
援
さ
く
ら
咲
く 

船
生
三
江
子

春
ご
た
つ
つ
づ
く
居
ね
む
り
肘
ま
く
ら 

小
嶋
フ
ジ
子

火
渡
り
の
足
裏
し
っ
か
と
春
を
踏
む 

斉
藤
真
紀
子

原
発
の
避
難
次
々
春
愁
い 

大
塚

　初
代

陽
炎
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
く
と
ぶ
日 

大
塚

　久
子

陽
炎
や
笑
が
お
で
集
う
登
校
子 

村
上

　文
子

春
昼
の
泰
平
破
る
地
震
の
搖
れ 

早
川

　亨

　

接
骨
に
通
う
道
々
か
げ
ろ
い
ぬ 

新
井

　政
子

陽
炎
や
は
る
か
離
陸
の
国
際
線 

岡
田

　尚
美

春
愁
や
大
震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
聞
く 

松
崎
ナ
ミ
子

春
寒
し
地
震
の
大
き
さ
語
り
合
う 

金
子

　睦
子

川
向
う
陽
炎
の
中
ス
カ
イ
タ
ワ
ー 

安
冨

　耕
二

余
震
七
日
続
い
て
を
り
し
ク
ロ
ッ
カ
ス 

青
山

　房
江

陽
炎
や
リ
フ
ォ
ー
ム
夢
の
エ
コ
生
る 

富
田
な
み
江

陽
炎
や
川
辺
行
き
交
う
釣
師
た
ち 

築
比
地
秀
男

恩田真希さん ・悠
ゆ う き

生ちゃん
（上下西宿・７区）

文

　芸

　文化財探訪サークルは、長柄公民館で行われた我が町おう

ら文化財探訪ツアーに参加したメンバーを中心に、平成 23

年１月に結成しました。メンバーは 60 歳代の男女 18 人。毎

月第１金曜日の午前 10 時～正午まで長柄公民館で活動中で

す。講師には邑楽町文化財保護調査委員の大塚孝士さんを招

き、現地での見学を含め町の文化財と自然について学んでい

ます。サークルでは、あせらず、ゆっくりと町の歴史や自然

を深く掘り下げて学べるので、自分のペースに合った新しい

発見や驚きがあります。ふだん知っているようで、知らない

地元の歴史や自然について学んでみたい人は、ぜひ見学に来

てみてください。お問い合わせは、長柄公民館 Ｇ 89-0123 へ。

● 文化財探訪サークル ●

お う ら の 仲 間 た ち No.274

これから先も夫婦二人三脚で
真心を込めた仕事を続けたい

北隅藤四郎さん

（鶉上・13 区）

藤四郎さんが糸入れをし、妻のミツ子さんが紡織機で織り上げる生地

きたずみとうしろう● 1932 年生まれ。昭和 32 年

に単身、毛織物業界に飛び込む。機械のひとつひと

つに糸入れをして、妻のミツ子さんが低速紡織機で

生地を織り、仕事を完成へと導く。53 年間、夫婦

二人三脚で織りなす生地は、東京の有名ブランドで

も好評を得ている。趣味は、将棋、マージャンなど。

み ん な の 広 場

W
ELCOME
H U M A N  N O W

DREAM夢

がんばってます
No.256

DREAM夢・若・者・紹・介・

■ 将来の夢は何ですか？

　ＯＲＬＣは、地域でクリスマス会をしたり、夏にはキャンプ、

秋には子どもまつりなどを企画したりしています。自分が生ま

れ育った邑楽町が大好きなので、地域に貢献できるこうした活

動はとても貴重です。何より人の輪が広がります。今後もＯＲＬ

Ｃの活動は続けていきたいと思います。そして、多くのことに興

味を持ち、人との出会いやつながりを大切にしていきたいです。

橋本健太さん　25 歳

（前原・４区）
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町立図書館

情報板
LIBRARY INFORMATION

あ な た の 心 と 体 を リ フ レ ッ シ ュ 　 生 涯 学 習 の ペ ー ジ

◆期日　７月 14 日、28 日　

◆時間・コース　下のとおり

７月のはくちょう号

時　間 場　所

10：30
　～ 10：50

特別養護老人ホーム
やまつつじ

11：05
　～ 11：30

ラポール・レイゾン
（寺内医院）

11：40
　～ 12：00

グループホーム
ヴィラ

13：40
　～ 14：10

町福祉センター

14：20
　～ 14：50

グループホーム
つむぎの里

15：00
　～ 15：30

長柄公民館

オリーブ「読み聞かせ」

▼期日　７月７日、14 日

　　　　21 日

▼時間　午前 11 時～

学校教育課Ｇ 47 － 5040（直通）

school-ed@swan.town.ora.gunma.jp

生涯学習課Ｇ 47 － 5043（直通）

further-ed@swan.town.ora.gunma.jp

邑楽町公民館 Ｇ 88 － 1290

長柄公民館　 Ｇ 89 － 0123

町民体育館　 Ｇ 88 － 5355

町立図書館　 Ｇ 88 － 5900

ヤングプラザ Ｇ 89 － 1501

邑楽町教育委員会

図書予約件数ランキング

①麒
き り ん

麟の翼

　　　　　　　　　東野圭吾 / 著

②謎解きはディナーのあとで

　　　　　　　　　東川篤哉 / 著

③くじけないで

　　　　　　　　　柴田トヨ / 著

　※平成 23 年４月現在

●
●
人
権
作
文
優
秀
作
品
●
●

中
野
小
学
校
６
年

磯

　美
貴
菜

３、４番目）や、槍の先に使う尖
せ ん と う き

頭器 ( 写

真上段右端 ) などが作られていました。長

野県などで産出する火山ガラスの黒
こ く よ う せ き

曜石か

ら作られている石器（写真下段右２つ）も

あります。この２つの石器には当時の人の

手の動きを示す傷跡がついており、１つは

物を切るため、もう１つは物を削るために

使われていたことが分かります。

　このころには、日本にも象が生息してい

ました。鞍掛遺跡は狩人のキャンプ地だっ

たに違いありません。

鞍掛の旧石器

　邑楽町で最も古い遺跡は鞍掛遺跡です。

約 2 万年前、石器作りの名人が石器を携え

て鞍掛にやって来ました。どんな石を、ど

んな物でどのようにたたけば、どのような

石の破片が得られるのか、よく知っている

人たちでした。割れた石をさらに加工して

石の道具を作りました。一つの原石から同

じような鋭い刃を持った石
せ き じ ん

刃と呼ばれるも

のを次々に割り取る石刃技法という石割り

技術を完成させました。切り出しナイフの

ような形のナイフ形石器（写真下段右より
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邑楽町文化財保護調査委員

川島　正一

オリンピック選手にも負けません（昨年のジュニア卓球から）

JULY7月

み
ん
な
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
そ
う

夏
休
み
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す

７月の休館日

４日、11 日、18 日、25 日、

29 日

※ 29 日は月末整理日

邑楽町に最初に現れた人びと

い
じ
め
や
差
別
を

SCH        L LIFE 　　長柄小学校

　

　長柄小学校には、１年生を迎え

る会があります。１年生を迎える

会は、新入生が早く学校に慣れて、

学校が楽しくなるように、児童会

本部が中心となって行われる行事

です。１年生を迎える会では、各

学年と児童会本部からのプレゼン

トがあります。２年生はアサガオの種、３年生はお祝いの言葉、４年生は歌、５

年生は紙鉄砲、６年生はブンブンゴマ、児童会本部はお遊び券をプレゼントしま

した。お遊び券というのは、１年生がその券を６年生に渡すと、休み時間に６年

生が一緒に遊んでくれるというものです。今後も、他学年同士で遊んだり、話し

たりできるきっかけをもっと作っていきたいと思います。

                                                                           ( 児童会本部　市村奈那 )

上級生から１年生へプレゼントを贈ります

1年生を迎える会

キッズクラブ「読み聞かせ」
▼期日　７月 23 日

▼時間　午後２時～

～新入生が仲間入り～

な
く
す
に
は

▼
期
日
　

6
月
25
日

、
7
月
2
日

、
16
日

、
23

日

、
30
日

、
8
月
6
日

　（
全
6
回
）

▼
時
間
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
会
場
　
邑
楽
町
武
道
館

▼
内
容
　
柔
道
、
剣
道
、
空
手
道
の
基
礎
を
学
ぶ

▼
対
象
　
町
内
の
小
学
3
～
6
年
生

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
５
０
０
円
（
保
険
代
）

▼
申
込
開
始
　

6
月
14
日

午
前
10
時

▼
期
日
・
会
場
　
町
民
体
育
館
　

7
月

23
日

、
28
日

、
30
日

、
8
月
4

日

、
6
日

、
11
日

（
全
6
回
）

中
野
小
体
育
館
　

7
月
26
日

、
29
日


、
8
月
2
日

、
5
日

、
9
日

、

12
日

　（
全
6
回
）

▼
時
間
　
午
前
9
時
～
11
時

▼
内
容
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
基
礎
を
学
ぶ

▼
対
象
　
町
内
の
小
学
4
～
6
年
生

▼
定
員
　
各
会
場
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
５
０
０
円
（
保
険
代
）

▼
申
込
開
始
　

6
月
25
日

午
前
10
時

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
期
日
　

7
月
26
日

、
27
日

、
28
日


、
29
日

　（
全
4
回
）

▼
時
間
　
午
前
8
時
～
9
時

▼
会
場
　
邑
楽
町
武
道
館

▼
内
容
　
卓
球
の
基
礎
を
学
ぶ

▼
対
象

　
町
内
の
小
学
生

▼
定
員

　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　
３
０
０
円
（
保
険
代
）

▼
申
込
開
始

　
6
月
25
日

午
前
９
時
30
分

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
教
室

ジ
ュ
ニ
ア
武
道
教
室

各
教
室
共
通

▼
申
込
・
問
合
先

　
町
民
体
育
館

う
か
。
自
分
が
嫌
な
こ
と
を
さ
れ

た
り
、
「
や
め
て
よ
」
と
か
、
友

達
が
嫌
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
た

ら
、
「
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と

は
や
め
な
よ
」
と
言
い
た
い
で
す
。

で
も
、
そ
れ
を
実
行
す
る
に
は
、

と
て
も
勇
気
が
い
り
ま
す
。
い
じ

め
ら
れ
て
い
る
人
は
苦
し
い
思
い

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
一

人
ひ
と
り
に
分
か
れ
ば
、
全
て
の

人
び
と
が
そ
う
言
え
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
い
じ
め
る
人
が
い
じ
め

ら
れ
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
考
え

れ
ば
、
い
じ
め
や
差
別
は
な
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
、
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ

と
は
し
な
い
、
み
ん
な
で
助
け
合

っ
て
生
き
て
い
け
ば
、
い
じ
め
や

差
別
は
な
く
な
り
、
明
る
い
世
の

中
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
人
権
は
人
び
と
が
生
き
る
権
利

の
こ
と
で
す
。
そ
の
生
き
る
権
利

を
傷
つ
け
て
し
ま
う
も
の
、
そ
れ

が
い
じ
め
や
差
別
だ
と
思
い
ま

す
。

　
い
じ
め
や
差
別
は
人
を
と
て
も

苦
し
め
る
も
の
で
す
。
い
じ
め
る

人
は
面
白
が
っ
て
や
っ
て
い
る
け

れ
ど
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
は
、

い
じ
め
る
人
と
ち
が
っ
て
、
と
て

も
苦
し
い
思
い
を
し
ま
す
。
な
ぜ
、

い
じ
め
る
人
は
、
い
じ
め
ら
れ
て

い
る
人
の
気
持
ち
を
考
え
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
以
前
、
仲
間
外
れ
に
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
一
緒
に

帰
ろ
う
」
と
言
っ
て
も
、
一
緒
に

帰
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
悲

し
か
っ
た
け
れ
ど
毎
日
声
を
か
け

続
け
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
い
つ

の
間
に
か
、
元
通
り
、
一
緒
に
帰

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
ぜ
人
は
、
自
分
が
気
に
く
わ

な
い
こ
と
や
、
嫌
な
こ
と
を
さ
れ

る
と
、
い
じ
め
や
差
別
で
人
を
苦

し
め
た
り
、
傷
つ
け
る
の
で
し
ょ
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▼ 申込開始　７月 12 日午前９時

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　７月７日、14 日（全２回）

▼ 時間　午後１時 30 分～３時 30 分

▼ 会場　長柄公民館

▼ 内容　腹式呼吸をしながらリラック

スして行うゴムバンド体操

▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　15 人（先着順）

▼ 参加費　無料

▼ 申込開始　６月 16 日午前９時

▼ 申込・問合先　長柄公民館

▼ 期日　７月 16 日、30 日（全２回）

▼ 時間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分

▼ 会場　長柄公民館

▼ 内容　茶道の基本的なお点前を体験

する

▼ 対象　小学生
▼ 定員　15 人（先着順）

▼ 参加費　500 円（材料代）

▼ 申込開始　６月 18 日午前９時

▼ 申込・問合先　長柄公民館

▼ 期日　①７月 27 日②８月 24 日

③ 10 月 12 日（全３回）

▼ 時間　①②午前 10 時～午後３時 30

▼ 時間　午前９時 3 分アウトスタート

▼ 会場　白水ゴルフ倶楽部（渋川市横掘）

▼ 対象　町内在住アマチュアゴルファー

▼ 定員　12 人（先着順）

▼ 参加費　9,800 円（プレー代、昼食

代など）

▼ 申込開始　６月 15 日午前９時 30 分

▼ 申込・問合先　町民体育館

▼ 期日　７月 13 日

▼ 時間　午後１時 30 分～３時 30 分

▼ 会場　町共同福祉施設２階パソコン

ルーム

▼ 内容　インターネットについて

▼ 対象　どなたでも

▼ 参加費　無料

▼ 問合先　生涯学習課

▼ 期日　６月 25 日

▼ 時間　午後２時～

▼ 会場　太田市新田文化会館エアリス

ホール（太田市新田小金井町）

▼ 演題　子どもをのばす５つのルール

「しあわせ脳」に育てよう

▼ 講師　黒川伊保子

▼ 対象　どなたでも

▼ 参加費　無料

▼ 問合先　東部教育事務所生涯学習係

Ｇ 31-7151

金井・菅塩（太田市）①はバス利用

②は現地集合・解散

▼ 内容　高原植物の観察や里山散策

▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　20 人（先着順）

▼ 参加費　2,000 円（保険代、資料代、

交通費）

▼ 申込開始　７月６日午前９時

▼ 申込・問合先　長柄公民館

花瓶作りコース

▼期日　①７月 22 日②８月 20 日

③８月 26 日（全３回）

▼ 時間　①午前９時～正午②午前９時

～ 10 時③午前 10 時～ 11 時

サラダ鉢作りコース

▼期日　①７月 26 日②８月 20 日

③８月 26 日（全３回）

▼ 時間　①午前９時～正午②午前 10 時

30 分～ 11 時 30 分③午前 11 時～正午

各コース共通事項

▼会場　ヤングプラザ

▼ 対象　小・中学生

▼ 定員　24 人（先着順）

▼ 参加費　300 円（材料代）

▼ 申込開始　６月 18 日午前 10 時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

▼ 期日　７月 22 日

●図書館名画座

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

　７月 17 日 午後 2 時～ 隠し砦の三悪人（139 分）

●金曜映画会

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

　７月 1 日 午後 2 時～ 007　黄金銃を持つ男（125 分）

　７月 15 日 午後 2 時～ ロボコップ（102 分）

●子ども映画会

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

　７月 9 日 午後 2 時～ シュレック (94 分）

▼会場・問合先　町立図書館

▼申込開始日翌日以降　定員に満たない場合、電話での申し込みを受け付けています。

「魂（Soul）の歌ーゴスペル」

▼期日　６月 24 日

▼ 時間　午後７時～８時

▼ 会場　邑楽町公民館

▼ 内容　ゴスペル音楽

▼ 出演　Soul Joy の皆さん

▼ 対象　どなたでも

▼ 参加費　無料

▼ 申込開始　６月 14 日午後７時から

整理券を配布

▼ 問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　6 月 28 日、７月５日（全

２回）

▼ 時間　午後１時 30 分～３時 30 分

▼ 会場　邑楽町公民館

▼ 内容　クラフトテープを使ってかご

バッグを作る

▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　15 人（先着順）

▼ 参加費　1,500 円（材料代）

▼ 申込開始　６月 14 日午後１時 30 分

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　７月９日

▼ 時間　午前９時 30 分～午後１時

▼ 会場　邑楽町公民館

▼ 内容　冷汁とうどんの作り方を学ぶ

▼ 対象　小学生とその保護者

▼ 定員　10 組 20 人（先着順）

▼ 参加費　500 円（材料代）

▼ 申込開始　６月 25 日午前９時 30 分

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　７月 12 日、13 日、14 日

（全３回）
▼ 時間　午前９時～正午

▼ 会場　町共同福祉施設２階パソコン

ルーム

▼ 内容　パソコンの使い方を学ぶ

※パソコン初心者のための講座です。

▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　20 人（先着順）

▼ 参加費　1,000 円（教材費）

▼ 申込開始　６月 28 日午前９時

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　７月 26 日、27 日、28 日

（全３回）

▼ 時間　午前９時～正午

▼ 会場　町共同福祉施設２階パソコン

ルーム

▼ 内容　ワードの基本について学ぶ

▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　20 人（先着順）

▼ 参加費　1,000 円（教材費）

分③午前８時～午後５時 30 分

▼ 会場　①大小山（足利市）②両崖山（足

利市）③中禅寺湖周辺（日光市）①

②は現地集合・解散③はバス利用

▼ 内容　野山で山歩きの基本を学ぶ

▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　20 人（先着順）

▼ 参加費　1,500 円（保険代、資料代、

交通費）

※トレッキング入門講座初めての人優先。

▼ 申込開始　６月 22 日午前９時

▼ 申込・問合先　長柄公民館

▼ 期日　７月 28 日、８月４日（全

２回）

▼ 時間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分

▼ 会場　長柄公民館

▼ 内容　粘土でかわいい猫の置物を作る

▼ 対象　小学生

▼ 定員　15 人（先着順）

▼ 参加費　500 円（材料代）

▼ 申込開始　６月 25 日午前９時

▼ 申込・問合先　長柄公民館

▼ 期日　①８月３日②９月 30 日

（全２回）

▼ 時間　①午前７時 30 分～午後５時

30 分②午前 9 時～午後 2 時

▼ 会場　①霧ケ峰高原（長野県）②北

子ども茶道体験教室

■教室・講座などの申し込み方法　▼申込開始当日　申し込み開始時間に申込先の窓口に、本人または家族の人が直接申し込んでください。

かごバッグ作り教室

IT 講習会②

子ども陶芸講座

パソコンなんでも相談会

東毛地区 PTA指導者研修会

ロビーコンサート

IT 講習会①

市町村対抗ゴルフ大会町予選会

アルファビクス体験講座

親子クッキング教室

第２回町長杯グラウンド・ゴルフ大会

第１位　小倉孝夫

第２位　橋本洋子

第３位　木﨑悦男

第４位　内田功

第５位　久保田二郎

第６位　石島ナカ子

トレッキング入門講座

子ども粘土工芸教室

自然観察教室パート２

入賞した６人

花にふれ、香りを楽しみ、癒
い や

される

新たな気持ちで春のスタート

　４月 21 日、「春のフラワーアレンジメント講座」を実

施しました。母の日にちなみ女性をイメージしたピンク

系統の花々を使用。講師の青田和子さん（新中野・33 区）

は、アレンジメントを美しく見せる生け方や花を長持ちさ

せる方法などを分かりやすく指導。参加した石﨑紀子さん

（天王元宿・５区）は「花の生かし方を教わりとても参考

になった。花は切り方一つで全く表情が変わる」と話し、

参加者それぞれ個性豊かな作品ができあがりました。

４月 28 日、250 人が参加する中、鶉農村広場で

町長杯グラウンド・ゴルフ大会が開催されました。

上位６人は、５月 29 日に開催された県民スポーツ

祭オープニング大会に町代表として出場しました。

トピック 長柄公民館「春のフラワーアレンジメント講座」 図書館映画会 スポーツ大会結果

色鮮やかなアレンジメントが完成しました
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６
月
の
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

Ｇ

月
曜

火
曜

水
曜

木
曜

金
曜

土
・
日
曜

直
接
相
談
タ
イ
ム

Ｇ

▼
期
日

▼
時
間

年
金
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
や
学
生

な
ど
）

①
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
た
と
き

②
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
本
人
の
収

入
減
な
ど
に
よ
り
、
第
2
号
被
保
険
者

で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

第
2
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務
員

な
ど
）

①
退
職
し
た
と
き

②
退
職
し
て
、
第
2
号
被
保
険
者
で
あ

る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

第
3
号
被
保
険
者
（
第
2
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

①
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
た
と
き

②
本
人
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
配
偶
者
の
扶
養
で

な
く
な
っ
た
と
き

▼
問
合
先

ＧＧ

保
険
料
の
免
除
申
請
は
毎
年
必
要
で
す

▼
問
合
先

ＧＧ

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

▼
期
日

▼
時
間

▼
会
場

▼
相
談
内
容

▼
申
込
方
法

▼
申
込
・
問
合
先

Ｇ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま

▼
開
所
日

　

▼
開
所
時
間

　

▼
所
在
地
・
問
合
先

　Ｇ

Ｃ

●邑楽町役場

　撮Ｇ 88-5511（代表）

●保健センター

　撮Ｇ 88-5533

掲載情報の詳しいことは、主

催者にお問い合わせください。

TOWN INFORMATION

ORA 情
広

報
場

法律相談（要予約・定員10人）　6月18日・相澤

弁護士、７月16日・中村弁護士◇午後1時30分

～4時◇邑楽町役場◇役場住民課Ｇ47-5017

人権・行政相談　7月14日・8月11日◇午後1

時30分～4時◇邑楽町公民館◇岩﨑・堀越・関根・

松島相談員◇役場住民課Ｇ47-5017

心配ごと相談　6月20日・7月20日◇午後1

時～3時30分◇社会福祉協議会相談室◇社会福

祉協議会Ｇ88-2408

心配ごと電話相談　月～金曜日（祝日を除く）

◇午前９時～午後４時◇社会福祉協議会Ｇ88-

7620（専用電話）

青年相談　6月18日・7月2日◇午後6時～8

時◇ヤングプラザＧ89-1501

交通事故電話相談　月～金曜日（祝日を除く）◇

午前9時～午後4時◇県交通事故相談所Ｇ027-

243-2511※面接相談も受け付けています。

年金相談　6月16日・7月21日◇午前9時30

分～午後3時◇館林市役所Ｇ72-4111

定例相談

健
康
福
祉

税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）
の
募
集

▼
受
験
資
格

▼
試
験
内
容

▼
試
験
日
・
試
験
地

第
一
次
試
験

　

第
二
次
試
験

　

▼
申
込
期
間

▼
申
込
先

Ｇ

▼
問
合
先

Ｇ

町
商
工
会
臨
時
職
員
募
集

▼
募
集
職
種
・
人
数

　

▼
応
募
資
格

　

▼
応
募
締
切

▼
申
込
方
法

▼
申
込
・
問
合
先

Ｇ

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

▼
期
日

▼
時
間

▼
会
場

▼
内
容

　

▼
対
象

▼
定
員

　

▼
受
講
料

▼
申
込
方
法

▼
申
込
締
切

▼
申
込
・
問
合
先

ＧＣ林
間
学
校
の
貸
し
出
し

▼
貸
出
期
間

▼
対
象

▼
利
用
料
（
１
泊
）

小
・
中
学
生

高
校
生

大
学

生
・
大
人

▼
食
事
料
金
（
１
食
分
）

朝
食

昼
食

夕
食

▼
申
込
方
法

▼
申
込
開
始

▼
申
込
・
問
合
先

Ｇ

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

▼
期
間

　

▼
受
付
時
間

　

▼
専
用
電
話

Ｇ

▼
問
合
先

　

Ｇ

TOW
N INFORMATION ORA

ふれあい保育

▶期日

 7月5日㈫・6日㈬・7日㈭・12日㈫・

13日㈬・14日㈭・19日㈫・20日㈬・

21日㈭・26日㈫・27日㈬・28日㈭
▶時間　

　午前10時～正午

▶内容

　七夕製作（七夕笹飾り）、夏祭り、

　プール遊び、水遊び、誕生会など

▶対象

　０歳～就学前の子どもとその保護者

▶申込・問合先　

　子育て支援センター（中央保育園内）Ｇ88-0230

　※子育て支援センターでは、子育てに関する電話相談、

　来所相談も行っています。ぜひご利用ください。

　風の子保育園子育て支援室に遊びに来ませんか。楽しい

遊びと仲間たちに出会えますよ。

▶活動日・対象

　月曜日　自由開放日年齢問わず自由にご利用できます。

　火曜日　１歳児（平成21年4月2日～平成22年4月1日）

　水曜日　０歳児（平成22年4月2日～後期）

　木曜日　０歳児（生後3か月～前期）、妊婦さん（かわい

　　　　　い赤ちゃんに会いに来ませんか？）　

　金曜日　２歳児（平成20年4月2日～平成21年4月1日）

▶時間・内容

　午前９時30分～11時30分・親子活動など

　午前11時30分～午後0時30分・ランチ（自由参加）

　午後0時30分～2時30分・子育て相談　

▶申込・問合先

　社会福祉法人こころみの会風の子保育園子育て支援室

　Ｇ88-7655（午前8時30分～午後2時まで）

子育て支援室

募

　集

お
知
ら
せ

年
金

　税
金

相

　談
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６月・７月の健康カレンダー 保健センター Ｇ 88-5533

月日 種　目 受付時間 場　所 対　象

23㈭ ことばの相談 予約制 保健センター 幼児（希望者）

24㈮ 離乳食相談（後期） 午前 9：30 ～ 10：00 保健センター 生後8か月～1歳までの乳幼児

24㈮ 3歳児健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H20年５月生まれの幼児

27㈪ 健康相談 午前 10：00 ～ 11：30 保健センター

７/４㈪ 健康相談 午前 10：00 ～ 11：30 保健センター

5㈫ 4か月児健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H23年3月生まれの乳児

6㈬ 2歳児歯科健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H21年6月生まれの幼児

8㈮ 離乳食相談（前期） 午前 9：30 ～ 10：00 保健センター 生後4か月～7か月までの乳児

8㈮ １歳6か月児健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H21年12月生まれの幼児

14㈭ 8か月児健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H22年10月生まれの乳児

７月の休日当番医 ※必ず電話してから受診してください。

世帯数 09,565世帯 （＋08）

　男 14,014人 （－ 2）

　女 13,741人 （－ 5）

　計 27,755人 （－ 7）

内外国人 00,422人 （＋01）

※５月１日現在（前月比）

人口の動き

火災発生件数    00件（0003）

交通事故出動    005件（0023）

急病出動    46件（0220）

その他の出動    11件（0062）

救急出動合計    62件（0305）

※4月分（１月からの累計）

火災と救急

◇診療時間　内科・外科／午前 9 時～午後 5 時　耳鼻科／午前 9 時～午後 1 時　歯科／午前 9 時～正午、午後 1 時～ 3 時

◇救急病院の問合先　救急テレホン Ｇ73-5699

邑楽郡（内科系） 館林市（内科系） 外科系 耳鼻科 歯科

3日
（日）

群馬アレルギー疾患・
呼吸器内科病院
篠塚Ｇ88-5678

ゆたか医院

松原Ｇ73-7308

横田医院

大手町Ｇ72-0255

井上整形外科

板倉町板倉Ｇ82-1131

川田耳鼻

館林市仲町Ｇ72-3314

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

10日
（日）

小林内科医院

篠塚Ｇ88-8278

須田内科医院

大泉町仙石Ｇ63-1414

橋田内科

本町Ｇ72-0001

ふじの木

板倉町飯野Ｇ91-4070

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

17日
（日）

たなか医院

大泉町住吉Ｇ62-2881

館林記念病院

台宿町Ｇ72-3155

星野こどもクリニック
（小児科のみ）

楠町Ｇ70-7200

慶友整形外科

館林市羽附町Ｇ72-6000

川村耳鼻

館林市新宿Ｇ72-1337

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

18日
（月）

金丸内科医院

狸塚Ｇ88-3200

蜂谷病院

大泉町朝日Ｇ63-0888

吉田内科

楠町Ｇ70-7117

海宝病院

館林市堀工町Ｇ74-0811

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

24日
（日）

福田ペイン

明和町大佐貫Ｇ84-1233

松井内科医院

日向町Ｇ75-9880

長谷川クリニック

松原Ｇ80-3311

岡田整形外科

館林市朝日町Ｇ72-3163

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

31日
（日）

田沼内科医院

中野Ｇ88-7522

富士クリニック

大泉町富士Ｇ20-1971

ハートクリニック

富士見原Ｇ71-8810

川島脳外科

館林市岡野町Ｇ75-5511

今村クリニック

篠塚Ｇ70-2221

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

▼
問
合
先

Ｇ

■
事
例

■
ア
ド
バ
イ
ス

▼
問
合
先

　

Ｇ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
あ
や
し
い
社
債
の
電
話
勧
誘
～

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告

広告面
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▼この春から広報担当になりました。以前の職場とは全く異な

る仕事内容で、右も左も分からないまま１か月が経過。一日一

日の過ぎるスピードがとても早く、まるで入職したてのころを

思い出します。▼最近やっと重いカメラの持ち方に慣れてき

て、笑顔の写真を撮る喜びが分かってきました。それと同時に、

動きのあるものの一瞬をとらえることの難しさ、写真の奥深さ

もひしひしと感じています。▼まだまだ至らない点ばかりで、

多くの人にご迷惑をおかけしていますが、「毎日が勉強、継続は

力なり」を念頭に、日々こつこつと努力を重ねて早く仕事がで

きるよう頑張っていきたいと思います。（秋）

邑
楽
町
携
帯
サ
イ
ト

２
次
元
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話
は
、
右
の
コ
ー
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
取
り
が
で
き
な
い
場
合
は

U
RL
を
ご
入
力
く
だ
さ
い
。

携
帯
用
U
RL　

http://w
w
w
.tow
n.ora.gunm

a.jp/k

Photo 広報担当者

編
集
・
発
行
　
邑
楽
町
役
場
企
画
課

〒
370-0692（

住
所
記
入
不
要
）

Ｇ
0276-88-5511（

代
表
）

Ｇ
0276-47-5007（

企
画
課
直
通
）

Ｂ
0276-89-0136

U
RL  http://w

w
w
.tow
n.ora.gunm

a.jp
E-m
ail  koho@

tow
n.ora.gunm

a.jp

毎
月
１
日
発
行

ひとりごと　From editors

みどり深まる
初夏の訪れ

（役場庁舎周辺）

手
作
り
の
玩が

ん

ぐ具

高
齢
者
の
語
り
第
一
集
「
あ
す
へ
ひ
と
こ
と

―
思
い
出
を
た
ど
っ
て
―
」
よ
り

「
手
作
り
の
玩
具
」　

故
・
前
原

　
隆
さ
ん
（
前
原
・
四
区
）

「
あ
す
へ
ひ
と
こ
と
」
（
邑
楽
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
あ
す
へ
ひ
と
こ
と
編
集
委
員
会
）
は
、
邑
楽
町
在
住

の
お
年
寄
り
た
ち
の
貴
重
な
体
験
談
を
、
邑
楽
町
あ
す
へ
ひ
と
こ
と
編
集
委
員
会
が
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

あ
す
へ
ひ
と
こ
と

若
い
人
た
ち
に
語
り
継
ぎ
た
い
。
そ
し
て
、
次
の
世
代
に

残
し
て
ほ
し
い
貴
重
な
話
し
を
お
届
け
し
ま
す
―
。

お
年
寄
り
た
ち
の
貴
重
な
体
験
談
〈
第
一
回
〉


